
常によい目的を見失わずに努力を続ける限り、最後には必ず救われる。 

～ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ～ 
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文責：藤枝 

← 学 校 Ｈ Ｐ

はこちら  

 ５月１６日（土）、天候にも恵まれ、無事体育祭を実施することができました。これまで、実質

ほぼ一週間という短い取組期間の中で、生徒たちは集中して準備や練習に取り組んできました。 

 本番では、力いっぱい競技に挑む姿、仲間へ送る熱い声援、係活動に主体的に取り組む姿、そ

のどれもが大変素晴らしく、「彩煌」のスローガンにふさわしい、煌めきに満ちた一日となりまし

た。 

 競技や応援を通して、生徒の皆さんは勝つ喜びだけでなく、負ける悔しさも経験したことでし

ょう。しかし、そのどちらにも大きな価値があります。どんな結果であっても、仲間と力を合わ

せ、最後までやり抜いた経験は、これからの皆さんにとって大きな自信と成長につながっていき

ます。 

 ぜひ、この体育祭で得た経験をこれからの学校生活に生かしてください。「目的」と「目標」を

しっかり見据えながら、さらに躍動する岩中となることを期待しています。全校生徒が共に創り

上げた「彩煌」な体育祭となりました。本当にお疲れ様でした。 

 



５月２２日（金）、生徒会執行部による体育祭を振り返る総括集会が行わ

れました。「体育祭活動に本気で取り組むことができたか」の集計結果や

感想が学級ごとに伝えられました。 

「仲間と励まし合いながら最後までやり切ることができた」「本気で取組

んだからこそ達成感を味わえた」など、それぞれの学年の成長や思いが伝 

わる発表となりました。また、競技だけでなく、応援や係活動を通して仲間の大切さや支え合うこ

との意味を実感したという声も聞かれました。また、昇降口に、「感謝の言葉」が掲示されました。 

 

ポジティブな言葉を増やすだけで幸せになれる。 ～精神科医 樺沢 紫苑～ 

プラス思考の最高の形は、感謝の言葉です。   ～著作家 ニール・ドナルド・ウォルシュ～ 

三年生にとって最後の体育祭は、天候にも恵まれ、無事に開催されて良かったです。我が家にとっ

ても最後の体育祭となるため、期待と嬉しさと寂しさを感じながら応援しました。体育祭では三年生

が中心となり、工夫しながら一生懸命取り組んでいる姿が印象的でした。特に応援合戦では、替え歌

や衣装などの工夫が見られとても楽しかったです。普段の生活では見られない真剣な姿や一致団結を

して取り組んでいる姿を見ることができ、成長を感じるとともに、今後の中総体や文化祭、高校受験

もみんなで乗り越えていけそうだと安心しました。 

何事もなく無事に終われそうだと思っていた矢先、娘はリレーで転倒し、脚に大きな擦り傷をつく

ってしまいました。最後の最後に何かやらかしてしまう我が子をみて、苦笑いしてしまいました。 

【３学年工藤淳香さん】 

 体育祭当日は、真夏のような晴天！！やっぱり当日はいつもと少し違う感じがした。長女、２回目

の体育祭。今回は応援賞をもらえるようにと団結を頑張ると意気込んでいた！！！！ 

母に似て声は大きい方だから、頑張れーと！言ったような言ってないような…笑笑やれば出来る子だ

と思うので、そこまで心配する事なくでした。が、やはり内心は大丈夫か？と思ってた…。いざ競技

が始まると周りの空気も変わり、見てる私まで我が子じゃなくても頑張れーと声が出てしまった。気

温が３０℃くらい。それ以上に白熱と熱気に溢れた子供達。どの競技も見応えがあり最高に良かった

です。勝ち負けはついたものの、最後までやり遂げた子供の表情をみて「良かった」と思います。ま

たひとつ大きく成長したね。来年、また頑張ろうね！！         【２学年佐々木早苗さん】 

今年の体育祭は、晴天でとても暑く、その暑さにも負けず、生徒達は、1 人ひとり輝いていました。

絆ジャンプでは、先輩たちには勝てませんでしたが、チームワークも良かったです。全員の気持ちを

一つにし、来年こそは・・・。 

戦略的リレーでは、精一杯走り、仲間を信じバトンをつなぎ、力強さを感じました。 

今年からは、創作ダンスが加わり、1 人ひとりが笑顔で、楽しんで踊っていたので、最高でした。

成長した姿を見る事ができ、とても良い体育祭でした。         【１学年中田春美さん】 

 岩中生徒会の強みであり、誇りでもある「団結力・一体感」。今年度も両軍が「団結

賞」を受賞しました。この力を高めるために大切なのは「ラポール」を築くことです。

「ラポール」とは、「互いに信頼し、信頼される関係」のことです（参考：ペップトー

ク）。開閉祭式で東野生徒会長が、「仲間を信じて、最後の一歩まで諦めないことを意

識してほしい。」と話していました。まさに、この「仲間を信じること」が、団結力に

つながるのだと思います。これからも互いを大切にできる生徒会であってほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


